
証券コード　5984

第67期　株主・投資家の皆様へ

中間報告書
平成26年4月1日〜平成26年9月30日



営 業 の 概 況

取締役社長

Bus i ne s s  Rev i ew

　当第2四半期連結累計期間におけ

る世界経済は、米国では企業業績が

一段の改善をみせていることに加

え、雇用情勢の改善や住宅販売の増

加も持続し、緩やかに経済の拡大が

続いていますが、欧州では、対ロシ

ア関係の悪化も影響し、景気は足踏

み状態となり、中国・インド・ブラ

ジルなどの新興国では成長ペース

の鈍化が長期化しています。一方、

わが国経済は、消費増税に伴う駆け

込み需要の反動減からの回復ペー

スが弱く、景況感の改善が遅れてい

ます。このような状況の下、当社グ

ループは、海外生産の増強、グロー

バル市場での販売拡大、国内住宅関

連市場の占有率拡大や非住宅関連

市場の開拓などを目指し、戦略的な

製品開発、生産、営業活動を展開い

たしました。

売 上 高

　国内における売上は、消費増税後

の影響はあったものの、住宅関連刃

物、非住宅関連刃物とも前年同期か

ら増加となりました。一方、海外で

の売上は、受注・生産が好調に推移

したことから、東南アジア市場、米

国市場、欧州市場ともに増加し、当

第2四半期連結累計期間の売上高は

87億6千万円（前年同期比10.6％

増）となりました。

利 益

　利益面につきましては、海外生産

子会社での生産性向上などが寄与

し、営業利益は9億3千万円（前年

同期比208.1％増）となりました。

経常利益は為替差益1億6千2百万円

を計上したことなどにより10億8千

2百万円（前年同期比167.2％増）

となりました。また、特別損失で固

定資産除却損3千8百万円などを計

上したことから、四半期純利益は7

億円（前年同期比83.6％増）とな

りました。

通 期 の 見 通 し

　通期の連結業績予想につきまして

は、連結売上高176億円、営業利益

18億3千 万 円、 経 常 利 益19億8

千万円、当期純利益13億円を見込

んでおります。



総資産
　流動資産は商品及び製品が増加したことなどにより、前期末比7千6百万
円増加の144億3千4百万円となりました。固定資産は有形固定資産が2千
2百万円増加したことなどにより、前期末比1千2百万円増加の109億3千
6百万円となりました。その結果、総資産は、前期末比8千9百万円増加し
て253億7千万円となりました。

負債
　支払手形及び買掛金が1億2千万円増加したものの、退職給付に係る負債
が4億1千7百万円減少したことなどにより、前期末比3億9千1百万円減少
の53億2百万円となりました。

純資産
　その他の包括利益累計額が3億8千2百万円減少したものの、利益剰余金
が8億6千3百万円増加したことにより、前期末比4億8千1百万円増加の
200億6千8百万円となりました。また、自己資本比率は前期末の77.5％
から79.1％となりました。

連 結 財 務 諸 表

連結貸借対照表（要旨）

連結キャッシュ・フロー計算書（要旨）

単位：千円

単位：千円

期別

科目
当第2四半期末

平成26年9月30日現在
前期

平成26年3月31日現在

（資産の部）

流動資産 14,434,341 14,357,746

固定資産 10,936,635 10,923,961

資産合計 25,370,977 25,281,707

（負債の部）

流動負債 4,555,575 4,644,602

固定負債 746,933 1,049,732

負債合計 5,302,509 5,694,334

（純資産の部）

株主資本 19,627,370 18,764,236

その他の包括利益累計額 441,097 823,137

純資産合計 20,068,467 19,587,373

負債純資産合計 25,370,977 25,281,707

連結損益計算書（要旨）
単位：千円

期別

科目

当第2四半期
平成26年4月 1 日から
平成26年9月30日まで

前第2四半期
平成25年4月 1 日から
平成25年9月30日まで

売上高 8,760,632 7,919,166

売上原価 5,726,817 5,503,118

売上総利益 3,033,815 2,416,048

販売費及び一般管理費 2,103,654 2,114,183

営業利益 930,160 301,864

営業外収益 185,677 122,186

営業外費用 33,055 18,779

経常利益 1,082,782 405,271

特別利益 389 222,603

特別損失 50,531 8,470

税金等調整前四半期純利益 1,032,640 619,405

法人税等 332,044 237,802

少数株主損益調整前四半期純利益 700,596 381,602

四半期純利益 700,596 381,602

期別

科目

当第2四半期
平成26年4月 1 日から
平成26年9月30日まで

前第2四半期
平成25年4月 1 日から
平成25年9月30日まで

営業活動によるキャッシュ・フロー 687,138 899,541

投資活動によるキャッシュ・フロー △320,428 △336,569

財務活動によるキャッシュ・フロー △104,253 △111,238

現金及び現金同等物に係る換算差額 △53,095 46,652

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 209,361 498,386

現金及び現金同等物の期首残高 4,530,699 2,815,961

現金及び現金同等物の四半期末残高 4,740,060 3,314,347



Con so l i da t ed  F i nan c i a l  S t a t emen t s

0

50

100

150

200
（億円）

171.5

136.8

151.9

67.7
74.0 79.174.8

148.0

87.6

14/3 期13/311/3 12/3 14/9

■通期　■■第2四半期

0

4

2

6

8
（億円）

2.8

7.1

0.9

2.5

1.7

4.9 5.0

3.8

7.0

14/3 期13/311/3 12/3 14/9

■通期　■■第2四半期

0

4

8

12

16
（億円）

4.8

11.0

1.3

3.63.5

10.1

13.9

4.0

10.8

14/3 期13/311/3 12/3 14/9

■通期　■■第2四半期

■売上高 ■経常利益

■四半期（当期）純利益

0

75

150

225

300
（億円）

14/3 期13/311/3 12/3

210.7

174.6

216.4

175.4

223.5

184.2

252.8

195.8

14/9

253.7

200.6

■総資産　■純資産

■総資産・純資産



　2年に一度開催される米国最大の木材加工展IWF（International Woodworking Fair）2014が、ジョージア州アトラン

タで開催され当社も出展しました。今回は、堅調なアメリカ経済を背景に前回よりも一段と盛況な展示会となりました。

　当社は新製品として「ヘリティンバー」を展示し、来場者から多くの問い合わせを頂きました。同製品は強リード角にコーティ

ングを施した超硬替刃を装着することにより、毛羽立ちのない良質な切削面を可能とします。

　今後もこのような展示会出展を通して「カネフサブランド」を世界に広めていきます。

【用途】炭素鋼／合金鋼ビレット切断

【特徴】  耐摩耗性と耐溶着性に優れたチップ材質の採用と

チップ形状改良により従来品と比較して耐欠損性の

向上と幅広い被削材種への対応を可能としました。

さらに新ロー付方式により耐チップ剥離性も大きく

向上したことで更なる長寿命化を実現します。

ＩＷＦ展　　2014年8月20日～23日 

新製品紹介　　Ferro Max コールドソー ST-5 英語版ホームページを
リニューアルしました。

URL：http://www.kanefusa.net/

会場風景 ヘリティンバー



会社概要（平成26年9月30日現在）

商号 兼房株式会社　KANEFUSA CORPORATION
設立 昭和23年11月25日
資本金 21億4,250万円
本社所在地 愛知県丹羽郡大口町中小口一丁目1番地
従業員数 563名
主要な事業内容 工業用機械刃物・工具・工作機械・機械部品の製造販売。

ならびに、関連する事業に対する投融資及び技術供与。
主要な事業所 本社・工場

支社
営業所

愛知県丹羽郡大口町
中部　関東　関西
札幌　仙台　広島　高松　福岡

子会社 PT.カネフサインドネシア
カネフサヨーロッパB.V.
カネフサインディア Pvt.Ltd.
カネフサメキシコ S.A. DE C.V.

カネフサUSA,INC.
昆山兼房高科技刀具有限公司
カネフサ ド ブラジル LTDA.
大口サービス株式会社

株主メモInformation

（ご注意）
特別口座に記録された株式に関する各種お手続きにつきましては、日
本証券代行株式会社が口座管理機関となっておりますので、以下記載
の特別口座の口座管理機関に、お問合せください。
特別口座の口座管理機関	 日本証券代行株式会社
連絡先	 〒168-8620
	 東京都杉並区和泉二丁目8番4号
	 日本証券代行株式会社　代理人部　
	 電話 0120-707-843（通話料無料）

株式の状況（平成26年9月30日現在）

発行可能株式総数 39,000,000株
発行済株式の総数 14,310,000株
株主数 2,021名

■所有者別株式分布状況

■大株主（上位10名）
株主名 持株数（千株） 持株比率（％）

大口興産株式会社 2,299 16.5
渡邉　裕子 1,230 8.8
太田　万佐子 1,191 8.5
兼房従業員持株会 925 6.6
渡邉　美奈子 745 5.3
渡邉　浩 743 5.3
渡邉　將人 426 3.0
太田　正志 403 2.8
日本マスタートラスト信託銀行株式会社 252 1.8
株式会社りそな銀行 200 1.4

（注）持株比率は自己株式（409千株）を控除して計算しております。

役員（平成26年9月30日現在）

取締役社長 渡邉　將人 取締役 萬谷　哲朗
専務取締役 太田　正志 取締役 石田　信之
常務取締役 平子　哲朗 取締役 山川　寿康
常務取締役 西尾　悟 取締役 林　　繁樹
常務取締役 鈴木　仁 常勤監査役 森　　隆生
取締役 春日　晃 監査役 辻中　修

監査役 鮎澤　多俊

事業年度 4月1日から翌年3月31日まで

定時株主総会 6月

株主確定基準日 （1）定時株主総会・期末配当	 3月31日
（2）中間配当を実施する場合	 9月30日
（3）‌�その他必要あるときは、あらかじめ公告して基

準日を設定いたします。

株主名簿管理人 東京都千代田区丸の内一丁目4番5号
三菱UFJ信託銀行株式会社

同事務取扱場所 〒100-8212　東京都千代田区丸の内一丁目4番5号
三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部

郵便物送付先
および
お問合せ先

〒137-8081　東京都江東区東砂七丁目10番11号
三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部
電話 0120-232-711（通話料無料）

単元株式数 100株

公告方法 当社のホームページに掲載します。
http://www.kanefusa.co.jp/koukoku.html
ただし、電子公告によることができない事故その他
やむを得ない事由が生じたときは、日本経済新聞に
掲載します。

自己名義 2.86%

外国法人等 0.33%
金融商品取引業者 0.27%

個人・その他 68.98% その他法人
19.79%

金融機関
7.77%




